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総合計画

総合計画を最上位に位置づけ、系統立てて産業振興を

進めるための条例や計画、戦略が定められています

ひと・しごと・まち総合戦略

産業振興ビジョン

中小企業振興基本条例

与謝野ブランド戦略

反転する場合基本デザイン（縦）

反転する場合基本デザイン（横）

2015-2016 の活動においては、ロゴと組み合わせて使用することで訴求力を高めることとする。

<ロゴ＋スローガン>

与謝野ブランド戦略事業の PR促進ツールとして、シールを制作、活用する。

<ブランドシール>

与謝野町には誇るべき資

源がたくさんあります。

その一つ、基幹産業の農

業・織物業などものづ

くり産業の担い手 50 人

を通して町を PR する特

設サイト「織りなす人

-YOSANO WEAVER-」 を

与謝野町の農業の強みは町を挙げて土づくりに誠実に向き合っている

ところ。おから・米ぬか・魚あらといった天然素材でつくられる有機

質肥料「京の豆っこ」が、安心安全で、美味しい農作物の栽培を支え

ています。その肥料を使った農産物の生産振興や六次産業化を進める

ため、肥料の増産と形状改良を行う製造設備の改修に着手しています。

既存産業の活性化や新産業の創出を目指し、新たな

挑戦も支援しています。平成 27 年度から、京都与

謝野ホップ生産者組合がビールの原料となるホップ

の試験栽培に着手。品種の選定と町に適した栽培方

法を蓄積しています。また、シルク産地の価値を高

める桑栽培・養蚕を手がける与謝野シルクプロジェ

クト協議会が平成 29 年 1 月に発足。町の産業活性

化に寄与する今後の展開が期待されます。

地域産業の活性化で最も重要である人材の育成にも力を入れ

てきました。基幹産業・織物業の次世代の担い手である20代・

30 代の織物事業者を対象に、織物や産地の未来を考えるワー

クショップ「オープンテキスタイルプロジェクト」を平成

27 年度と 28 年度に実施。また、地域資源を生かした事業創

出を目的に、「人材育成プログラム」を展開しました。

平成 28 年度から、ブラン

ド戦略をさらに推進するた

め、町（企画財政課・商工

観光課・農林課）と商工会

によりプロジェクトチーム

を設置。平成 29 年 3 月 21

日には、京都銀行および京

阿蘇海沿岸地域を町内外の交流が生ま

れ、町民の挑戦を支えるエリアとして構

築するため、平成 27 年度に「阿蘇ベイ

エリア活性化マスタープラン」を策定。

平成 28 年度は、公園や空き倉庫等を活

用し賑わいを生む民間事業者の実験的な

取り組みを支援したほか、新たな事業の

創出と挑戦を応援する拠点として、岩滝

母と子どものセンターを「産業創出交流

センター」として改修しました。

まち

ひと

しごと

人材育成

基盤強化

しごと創出

平成 27 年度に開設。また、平成 29 年 2 月

からは、かべ新聞「うちのまち」を発行し、

各種媒体を通して、町内外の人々に町に潜

在する価値に目を向けてもらう取り組みを

展開しています。

都北都信用金庫と「与謝野ブランド戦略パートナーシップ

協定」を締結するなど、関係機関との連携により、産業振

興を進める基盤を整備しました。

産
業
振
興
と
雇
用
創
出
は

町
民
の
皆
さ
ん
の
願
い

与
謝
野
町
で
は
、
第
一
次
総
合
計

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
平
成
19
年

１
月
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

▽ 

「
気
に
な
る
と
こ
ろ
（
第
１

位
）」
働
く
場
が
少
な
い
こ
と　

▽

「
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
施
策
（
第

１
位
）」
新
た
な
産
業
起
こ
し
へ
の

支
援
と
雇
用
の
確
保　
▽
「
将
来
ど

の
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
か
（
第
４

位
）」
産
業
が
さ
か
ん
で
働
く
場
所

が
多
い
ま
ち
。

こ
の
結
果
か
ら
、
産
業
振
興
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
切
実
な
願

い
で
も
あ
り
、
課
題
と
し
て
も
如
実

に
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
平
成
22
年
３
月
に
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
、
平
成
24
年
４
月

に
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
施
行
、

平
成
25
年
12
月
に
第
２
期
産
業
振
興

会
議
か
ら
の
産
業
振
興
に
関
す
る
提

言
書
提
出
と
、
産
業
振
興
を
進
め
る

た
め
の
礎
を
整
備
・
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
間
、
国
で
は
地
方
に
お
い
て

急
速
に
進
む
人
口
減
少
に
対
応
す
べ

く
地
方
創
生
関
連
法
を
制
定
。
与
謝

野
町
で
も
、
平
成
27
年
12
月
に
与
謝

野
町
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
総
合
戦

略
を
ま
と
め
ま
し
た
。

新
し
い
視
点
で
の
産
業
振
興

与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

こ
の
よ
う
に
、
町
の
あ
ら
ゆ
る
計

画
や
条
例
に
お
い
て
、
次
世
代
に
ま

ち
を
つ
な
ぎ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
し
ご
と

づ
く
り
（
産
業
振
興
）
が
重
要
で
あ

る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
を
目
指
し
、
担
い
手
で

あ
る
町
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
産
業
振
興
を
進
め
る
意
思
を
政

策
化
し
た
も
の
が
「
与
謝
野
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
」
で
す
。

新
し
い
視
点
で
の
産
業
振
興
策
を

展
開
す
べ
く
、
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
26
年
度
・
27
年
度

は
第
３
期
産
業
振
興
会
議
を
審
議
機

関
と
位
置
付
け
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
招
聘
し
、
協
議
を

重
ね
ま
し
た
。

そ
の
中
で
導
き
出
し
た
コ
ン
セ
プ

ト
が
「
み
え
る
ま
ち
」
で
す
。

み
え
る
ま
ち
の
実
現
と

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

平
成
28
年
度
は
、
行
政
と
商
工
会

に
よ
る
横
断
的
な
事
業
推
進
体
制
と

し
て
「
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
。

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
施
策
の
企
画

り
、
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
動
き
は

確
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ

ア
で
の
情
報
発
信
に
よ
り
、
町
外
に

も
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
取
り
組
み
が
広

く
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
中
で
、
町
外

企
業
か
ら
町
内
で
の
事
業
展
開
の
意

思
も
示
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
支
え
て

い
く
た
め
に
は
商
工
会
や
地
元
金
融

機
関
と
の
連
携
強
化
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
な
意
見
交
換

や
連
携
協
定
の
締
結
な
ど
、
官
民
一

体
で
産
業
振
興
を
進
め
る
枠
組
み
を

整
え
て
き
ま
し
た
。◇

次
号
以
降
も
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に

関
す
る
内
容
や
事
業
の
進
捗
状
況
、

事
業
参
画
の
方
法
な
ど
、
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

地域にある価値の発見
【織りなす人・うちのまち】

産
業
政
策「
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」と
は
何
か
。

山
添
町
政
の
重
点
政
策
と
し
て
平
成
26
年
度
か
ら
進
め
て
い
る「
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」。改
め
て
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
過
や
内
容
、成
果
を
振
り
返
り
ま
す
。

コンセプト

町が保有する潜在的資源（人・自然・産業・文化）の
価値（安心安全・個性・もてなし）を「みえる」化させながら

自然循環社会を目指した持続可能な仕組みをつくりだすための戦略

安心安全を担保している産業の背景や
個性的で豊かな資源があるからこそ
人材育成に力点をおきながら
自発的に事業が起こる環境を整備し
まちの二大基幹産業の発展的成長戦略を通して
持続可能な社会をつくりあげる

新たな挑戦
【ホップ試験栽培・シルクプロジェクト】

安心安全をまちの強みに
【まめっこ肥料】

産業の担い手の発掘と育成
【オープンテキスタイルプロジェクト・人材育成プログラム】

海の玄関 ･ 拠点づくり
【阿蘇ベイエリアプロジェクト】

関係機関との連携強化
【プロジェクトチーム・連携協定】

“ ”

“ ”

展開のポイント

これまでの取り組み

立
案
か
ら
実
行
ま
で
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
き

ま
し
た
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
は
、
コ
ン
セ
プ

ト
に
喚
起
さ
れ
た
町
内

の
既
存
事
業
者
の
参
画

の
ほ
か
、
新
た
な
事
業

者
や
起
業
意
欲
の
あ
る

方
々
な
ど
、
様
々
な
実

践
者
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
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がんばってます！消防団 編集 ● 加悦方面隊

平成 29 年度全国統一防火標語 「火の用心　ことばを形に　習慣に」

健やか広場　　食生活改善推進員

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

食
生
活
改
善
推
進
員（
以
下
食
改
員
）

は
、『
わ
た
し
た
ち
の
健
康
は
、
わ
た

し
た
ち
の
手
で
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

食
育
の
啓
発
と
普
及
を
進
め
る
全
国
的

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
で
す
。
町
が

実
施
し
た
養
成
講
座
に
お
い
て
、
食
生

活
の
基
礎
知
識
や
生
活
習
慣
病
等
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
自
ら
の
意
思
で
食
改

員
に
な
る
事
を
決
め
た
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
、
現
在
64
名
の
会
員
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

近
年
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
や
子
ど

も
の
食
の
「
心
の
健
康
」
へ
の
影
響
な

ど
毎
日
の
食
生
活
の
重
要
性
が
盛
ん
に

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
生
活
が
豊
か
に

な
り
、
様
々
な
食
品
が
手
に
入
る
よ
う

に
な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
に

と
っ
て
ど
ん
な
食
事
が
必
要
か
、
正
し

い
知
識
を
得
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。わ

た
し
た
ち
の
生
活
の
中
で
と
て
も

大
切
な
『
食
』
に
つ
い
て
、
公
民
館
な

ど
で
の
活
動
を
通
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

与
え
て
く
れ
る
食
改
員
は
、
不
可
欠
な

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
活
動

地
域
普
及
活
動
と
し
て
、「
お
や
こ

の
食
育
教
室
」
や
「
男
性
の
た
め
の
料

理
教
室
」「
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
減
塩
推
進
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
」
な

ど
、
他
団
体
と
の
連
携
活
動
と
し
て
、

小
中
学
校
へ
の
社
会
人
講
師
や
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
料
理
教
室
」
な
ど
、
ま
た

行
政
の
協
力
事
業
と
し
て
、「
ヘ
ル
シ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
」
や
「
お
口
と
栄
養
の
教

室
」
で
の
調
理
実
習
の
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
代
へ
の
様
々
な
活
動
が
、

食
の
大
切
さ
や
料
理
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す

食
改
員
は
、
町
主
催
の
学
習
会
や
保

健
所
で
の
研
修
会
な
ど
、
様
々
な
研
修

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
自
分

自
身
の
知
識
を
習
得
し
た
り
、
自
主
研

修
を
年
数
回
行
う
中
で
、
会
員
同
士
の

交
流
を
は
か
り
な
が
ら
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
合
併
前
か
ら
の
長
年
に
わ

た
る
活
動
が
実
を
結
び
、
昨
年
、
全
国

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
大
会
に
お

い
て
、
与
謝
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
が
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。　
　
　

食
改
員

は
、
今
後

も
様
々
な

方
達
と
連

携
を
と
り

な
が
ら
食

生
活
の
案

内
役
と
な

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
声
を
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

食
改
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
、
今
年
度
５
月
か
ら
食
改
員

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
食
を
通
し

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
４
月
25
日
発
行
「
広
報
よ
さ

の
お
知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
ま
す
。

「
食
改
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、
こ
の
「
食
改
さ
ん
」
と
い
う
愛
称
で
地
域
で
活
動
を
続
け
る

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

食改員による研修の様子

厚生労働大臣賞表彰状

- 介護予防事業 -  おたっしゃ倶楽部 のお知らせ

高齢者向きの運動、栄養学習などを通して、長く自分の脚で歩いて行きたいところへ行けるように「おたっしゃ倶楽部」を開催
します。平成 29 年度からは「基本ﾁｪｯｸﾘｽﾄ」による選定は行いません。

◆日　　程　　　5 月 31 日～ 8 月 23 日　午後 1 時 20 分～ 3 時 40 分頃　( 全 12 回〔原則、毎週水曜日〕）
◆場　　所　　　岩滝保健センター　※ 秋には元気館で実施の予定
◆定　　員　　　12 名　※ 応募多数の場合は抽選。送迎あり（5 名程度）
◆対 象 者　　　65 歳以上の方で、下記 5 項目のうち 3 項目に該当する方

	 ※ 介護保険認定者、総合事業利用者、過去におたっしゃ倶楽部に参加されたことのある方は対象外
◆申込期限　　　5 月 8 日（月）までに保健課へ連絡をお願いします

□ 階段を登るとき、手すりや壁をつたう　　　□ 椅子に座った状態から立ち上がるとき、テーブルや肘掛などを支えにする
□ 15 分続けて歩くことが困難　　□ この 1 年間に転んだことがある　　□ つまづくことが多いなど、転倒に対する不安が大きい

火災の発生を音で知らせる「住宅用火災警報器」の新築物件への設置が全国的に義務化されてから、
10 年が過ぎました。それ以前に建てられた物件についても、2011 年６月の設置義務開始から、もうすぐ
６年を迎えようとしています。

皆さんのお宅にもそれぞれ設置いただいている住宅用火災警報器ですが、古くなると電子部品の寿命や
電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあります。設置時期をご確認いただき、10 年を目安に交
換しましょう。10 年を経過しない警報器につきましても定期的に作動確認し、ご家族で火災時の警報音
を確認しておきましょう。

　火災警報器を設置したときに記入した
「設置年月」、または、本体に記載されて
いる「製造年」を確認してください。

● 設置時期を調べるには

大丈夫ですか？あなたの家の火災警報器

 本体の側面などに、油性ペンで「設置
年月 2017 年４月」というように、設置
年月を必ず記入しましょう。

　ボタンを押す、またはひもを引いて、
警報音またはメッセ―ジが鳴るか確認し
ます。※メーカーや製品により警報音は異なります。

交換時に設置年月を記入

《記入例》

設置年月 2017 年 4 月

● 新しい火災警報器に交換したら

● 火災警報器の作動確認をするには

～ 10 年たったら、とりカエル ～

■ 作動確認方法

しーん

・・・

GOOD!

BAD!

問題 有

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です！

問題 無

いざ！というときに役立つ住宅用火災警報器だか
らこそ、設置して終わりではなく、定期的な交換
や作動確認がとても大切なんですね。
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こ んにちは！ジェームスです。春は進学や就職の季節
ですね。皆さんが良いスタートをきられることを

祈っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　春は私の一番好きな季節です。今年もお花見が出来るこ
とを楽しみにしていますが、同じくらいお祭りも楽しみに
しています。昨年、私は宮津祭に参加してお神輿を担ぎ
ました。慣れない雪

せ っ た
駄で、しかも私は他

の人より背が高かったので屈みながら担
ぐことになってしまい大変でした。一生
懸命がんばりましたが、膝が痛くなって
しまい一回担いだだけで動けなくなって
しまいました。だからこそ、１㌧を超え
る重さのお神輿を担ぎきる皆さんの体力
と精神力に感銘を受けました。本当にす
ばらしい経験になりました。今年は担ぎ
きれるよう頑張りたいと思います。　　 
　日本のお祭りは寺社単位で行われ、自
然や神様に収穫を感謝し豊作を願うもの
が多いですが、西洋のお祭りは夏至や冬至などの暦に由来
するものや、宗教上有名な人や歴史的な出来事を記念する
ものが多いです。しかし、私は地域の皆が一緒に参加する
ことがお祭りで最も重要なことだと思います。　　　　　 
　昨年末にイギリスに帰国したとき、私は婚約者と一緒に
スコットランドのエディンバラ市で「ホグマネイ」とい

うお祭りに参加しました。このお祭りは 12 月 30 日の夜、
伝統楽器のバグパイプが鳴り響く中、松

たいまつ
明を掲げたヴァイ

キング（海賊）に仮装した人達を先頭に、千人を超える参
加者が夜通し一緒に歩きます。石作りの建物が並ぶ中世風
の夜の街並みに松

たいまつ
明の火が浮かび上がる様子はとても幻想

的であり、最後には盛大に花火が打ち上げられます。今年
も本当にたくさんの人々が参加しており、
にぎやかで楽しい時間を過ごしました。 
　日本のお祭りと「ホグマネイ」のよう
な西洋のお祭りは全く違うように見えま
すが、どちらも大勢の人々が集まり、同
じ目的に向かって協力することで友情を
育むという点で共通しています。参加し
て楽しいだけでなく、様々な年代の人
と交流し、久しぶりに会う仲間と会話を
弾ませ、新しく地域に入ってきた人と
仲良くなります。人とのつながりが希
薄になった現代に一番必要とされる要

素がお祭りには全て詰まっていると思います。外国人の
私をお祭りに誘い、着物を着せてくれる日本人の優しさ
と受容の心が私にはとても嬉しく感じます。　　　　　 
　まだ少し寒いですが、次のマラソン大会に出場するため
日課のランニングを続けています。もし、走っている私を
見かけたときは「Hello!」と声をかけてくださいね。

お祭りで着物を着せてもらいました！

A L T リレーコラム ［第 71 回 お祭り by ジェームス・スティーブン］	 COLUMN

奥
滝
地
区
の
山
中
深
く
に
た
た

ず
む
京
都
府
指
定
天
然
記
念

物
「
滝
の
ツ
バ
キ
」。
そ
の
圧
倒
的

な
大
き
さ
か
ら
「
千
年
椿
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
花
の
色

や
形
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
す
。　
　

 

　
下
段
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
左

の
水
盤
が
「
滝
の
ツ
バ
キ
」
の
花
、
右

の
鉢
が
周
辺
に
自
生
す
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

で
す
。
ど
ち
ら
も
植
物
分
類
学
上
は

同
じ
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な
の
で
す
が
、
並

べ
て
見
る
と
「
滝
の
ツ
バ
キ
」
の
方

が
や
や
小
ぶ
り
で
色
の
濃
い
花
弁
を

持
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。　
　
　

 

　
白
黒
写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
い
で
す

が
、
実
物
は
気
品
の
あ
る
艶
を
持
つ
、

黒く
ろ
べ
に紅

色
と
で
も
い
う
よ
う
な
深
い
赤

色
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
深
い
赤
色
は
、

近
年
す
ぐ
脇
に
見
つ
か
っ
た
、
自
然
に

種
か
ら
育
っ
た
と
思
わ
れ
る
若
木
に
も

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 

　
さ
て
、
江
戸
時
代
以
降
に
品
種
改
良

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
園
芸
品
種
の
中

に
は
、
ま
る
で
薔ば

ら薇
や
牡ぼ
た
ん丹

の
よ
う

に
花
弁
を
広
げ
た
椿
が
あ
り
ま
す
が
、

原
生
種
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
黄
色
い
蕊し

べ

を
花
弁
が
釣
鐘
状
に
囲
み
ま
す
。「
滝

の
ツ
バ
キ
」
は
通
常
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

よ
り
も
花
弁
が
小
ぶ
り
な
分
、
釣
鐘

状
の
空
間
も
狭
く
な
り
ま
す
。　
　

 

　
花
弁
自
体
の
黒
紅
色
に
加
え
、
巨
木

に
つ
い
た
花
を
下
か
ら
見
上
げ
る
と

時の贈り物 ［ 第90回　「滝のツバキ」~ 小さく深い赤 ~]	

狭
い
釣
鐘
状
の
花
の
中
ま
で
は
日
光

が
届
か
ず
、
手
に
取
る
よ
り
さ
ら
に
暗

く
見
え
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

「
黒く

ろ
つ
ば
き椿」

と
愛
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
「
千
年
椿
」、「
黒
椿
」、
同
種
の
木
と

別
け
て
唯
一
の
名
を
付
け
た
く
な
る
心

理
は
、
こ
の
大
樹
に
人
々
が
神
秘
的
な

何
か
を
感
じ
る
か
ら
こ
そ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
「
滝
の
ツ
バ
キ
」
は
保
護
の
た
め
、

柵
の
外
か
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　

 

　
　
　
　
　
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

左
が
「
滝
の
ツ
バ
キ
」
の
花

天気の良い日に散歩はいかが？

図書館へ行こう！		  BOOKS

４月に入ると寒さも緩んで、過ごしやすくなってきますね。
心地よい天気の日には、外へ出かけてはいかがでしょうか？

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

一般書 ●『幸せになる勇気』岸見一郎／ダイ
ヤモンド社 ●『腸から体を整える食べ方BOOK
』藤井省吾／日経BP社 ●『ひらかれる建築』
松村秀一／筑摩書房 ●『ママの心に寄りそう絵

本たち』磯崎園子／自由国民社 ●『銀の猫』朝井まかて／文
藝春秋 ●『テロリストの処方』久坂部羊／集英社 ●『ヨーコ
さんの“言葉”』佐野洋子／講談社 ●『翼がなくても』中山七
里／双葉社 ●『しんせかい』山下澄人／新潮社 ●『とらわれ
ない』五木寛之／新潮社 ●『世界がもし100人の村だったら
お金篇』池田香代子、C.ダグラス・ラミス／マガジンハウス 
児童書 ●『たまごにいちゃんとたまごねえちゃん』あきやま

ただし／鈴木出版 ●『きむらゆういちのエコ工作えほん１』
きむらゆういち／ポプラ社 ●『あさですよよるですよ』かこ
さとし／福音館書店 ●『きょうはたんじょうび』中川ひろた
か／童心社 ●『井伊直政』加来耕三／ポプラ社 ●『ｉＰＳ細
胞を発見！山中伸弥物語』上坂和美／ＰＨＰ研究所 ●『おば
けのアッチおしろのケーキ』角野栄子／ポプラ社 ●『おしろ
のばん人とガレスピー』ベンジャミン・エルキン／大日本図書

今月の
新着図書

「椿がつなぐ千人さきおりトートバッグ」寄贈
 　　　　　　　　　＆「本の福袋」のお知らせ

　昨年４月に開催された全国椿サ
ミット与謝野大会を記念して作成さ
れたさきおりタペストリーが、57
個の図書貸出用バッグに仕立てられ、
図書館へ寄贈されました。
　記念イベントとして、このバッ
グに図書館でのお勧め本１～２冊

を入れた「本の福袋」を、４月 22 日（土）に全館で 57 個（各分
室に 15 個ずつ）用意し、皆さんへ貸出しします。なお、お一人
様１個限りで、予定数が貸出され次第終了しますので、ぜひお早
めに図書館へお越しください。イベント終了後に返却されたバッ
グは、図書貸出時にご希望の方へ本と一緒に貸出しを行います。
※ 貸出期間は、図書と同じ 14 日間です

『ひと目で見分ける 580 種
散歩で出会う花  ポケット図鑑』
久保田修／新潮社

色とりどりの花が咲く春。道や家のそば
で何気なく目にする素朴な花の名前をこ
の本で調べてみませんか？文庫で、手軽
に持って出かけられます。

『ぞうくんのさんぽ』
なかのひろたか／福音館書店

今日はいい天気。散歩にでかけたぞうく
んは、「いっしょにいこう」とさそった
動物たちに「背中にのせて」と頼まれて
…。繰り返しのリズムが心地よい楽しい
絵本です。

図 書館の登録内容に変更はありませんか？
図書館システムを入れ替えてから５年が経過したため、すでに

利用者登録されている方に対して、登録内容に変更がないか、カ
ウンターで貸し出しを行う際に確認しますので、ご協力よろしく
お願いします。

初 めて図書館の本を借りたいときには？
免許証・保険証など、お名前、生年月日、ご住所が確認できる

ものをご持参のうえ図書館までお越しください。与謝野町に住民
票がある方であれば、すぐに利用者カードをお作りします。

町 立、府立図書館の本はネット検索で取り寄せ可能！
ご自宅のインターネットを使って、家にいながら近くの図書館

に本を取り寄せることができます。利用には事前登録が必要です
ので、受け取りたい図書館（室）へお問い合わせください。

■日時	 ４月28日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■お問い合せ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
第 60 回「女の大将」

　図書館おはなし会

[ 本　館 ] ５月 ６日（土）午後３時～
[ 加　悦 ] ５月 13 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 野田川 ] ４月 15 日（土）午前 10 時 30 分～
	 （紙芝居の日）

４月 23 日～５月 12 日は子どもの読書週間　

小さな本の大きなせかい
片手で持てるサイズの本ですが、その中に

書かれている世界は無限大。たくさんの本に
出会うことで知識の海へ漕ぎ出しましょう！

Info
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2月の可燃ごみ・雑誌（雑がみ）排出量の報告
シリーズ⑳　ごみについて考える 問　住民環境課 ☎ 43-9030

ご
み
量
の
比
較　

平
成
29
年
２
月
の
可
燃

ご
み
・
雑
誌
（
雑
が
み
）

の
排
出
量
を
、
減
量
の
比

較
対
象
で
あ
る
平
成
26
年

度
と
比
べ
て
報
告
し
ま
す
。

可
燃
ご
み
は
、
約
６
・

５
％
減
量
と
な
っ
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
の
通
算

で
は
約
６・
５
％
減
量
と

な
っ
て
お
り
、
減
量
化
の

取
り
組
み
は
定
着
し
て
い

る
も
の
の
、
今
年
度
の
最

終
的
な
減
量
率
は
２
月
末

と
同
じ
程
度
と
思
わ
れ
ま

す
。一

方
の
雑
誌（
雑
が
み
）

は
、
１
月
に
引
き
続
き
26

年
度
と
ほ
ぼ
同
量
で
し
た
。

ご
み
減
量
化
取
り
組
み

強
化
期
間
の
平
成
28
年
度

も
残
す
は
３
月
分
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
平
成
28
年
度

の
最
終
的
な
結
果
は
来
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

雑誌（雑がみ）排出量（単位：千kg）

26 年度 28 年度 26 年度 28 年度目標値
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可燃ごみ排出量（単位：千kg）

4月 5月 6月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月 4月 5月 6月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月１月 １月２月 ２月

地域資源の利活用に向けて
天の橋立岩滝温泉活用等調査委員会 問　観光交流課 ☎ 43-9016

２
月
24
日
に
天
の
橋
立
岩
滝
温
泉
活

用
等
調
査
委
員
会
を
発
足
し
、
第
１
回

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝

の
施
設
運
営
に
関
す
る
こ
と
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
源
泉
で
あ

る
「
天
の
橋
立
岩
滝
温
泉
」
の
今
後
の

活
用
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
町

か
ら
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。。
委
員
に

は
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
元
長
寿
会
、
健
康
運
動
指

導
士
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
利
用
者
等
よ
り
就

任
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、
本
委
員

会
に
お
い
て
、
温
泉
資
源
の
活
用
を
含

め
た
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
施
設
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
本
委
員
会
の
意

見
を
尊
重
し
つ
つ
、
将
来
的
な
活
用
方

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第１回委員会の様子

図書貸出し用トートバッグ、ぜひご利用ください！
「椿がつなぐ千人さきおり」トートバッグ寄贈式 問　観光交流課 ☎ 43-9016

２
月
23
日
（
木
）、
第
26
回
全
国
椿

サ
ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
記
念
事
業
「
椿

が
つ
な
ぐ
千
人
さ
き
お
り
」
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
出

席
の
も
と
色
と
り
ど
り
の
貸
出
し
用

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
57
点
が
与
謝
野
町
立
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、昨
年
開
催
さ
れ
た
「
全

国
椿
サ
ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
」
の
記
念

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
地
域
の
方
々

と
椿
の
採
集
か
ら
始
ま
り
、
経
糸
の
染

色
、
生
地
の
織
り
、
縫
製
作
業
な
ど
、

延
べ
５
０
０
名
の
方
々
に
お
世
話
に
な

り
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

原
田
隊
員
か
ら
「
末
永
く
皆
様
に
ご
愛

用
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
、
上
西
図
書
館

長
に
手
渡
さ
れ
た
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
は
、

今
月
か
ら
町
内
の
図
書
館
で
図
書
貸
出

し
の
際
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

トートバッグ寄贈式による記念撮影

プロジェクターを使って天橋立図を拡大し、現在の場所を確認

●与謝野みらい町民大学（仮称）

天橋立図にみる岩滝地域の歴史
３月４日、与謝野みらい町民大学（仮称）トライアル

事業の第４弾として「雪舟と岩滝～国宝天橋立図から読
み解く岩滝～」が行われました。京都府立丹後郷土資料
館の吉野健一さんを講師に迎え、室町時代の絵師、雪舟
が描いた国宝「天橋立図」を題材に、室町時代の岩滝地
域を読み解く内容で、参加された方々は地元ならではの
着眼点で見た「天橋立図」への思いを発表し合いました。

国宝「天橋立図」制作の謎に迫るとともに、現在との
相違点を見つけ、地域の歴史を辿る講座になりました。

岩滝大名行列による草履投げの様子

●与謝野郷土芸能祭

誇りと伝統を継承する
３月 19 日（日）、与謝野町合併 10 周年記念事業の掉

とう
尾
び

を飾る催しとして、「未来へつなぐ　感動・感激・誇り」
をテーマに、町の歴史と伝統を再認識し、郷土愛を育み、
交流を通じて町民の一体感の醸成を図ることを目的に、野
田川わーくぱるを会場に与謝野郷土芸能祭を開催しました。

演目には、岩滝大名行列保存会・大命神社笹ばやし保
存会・加悦神楽保存会・下山田郷土芸能保存会・東町岩
滝大神楽保存会・石田太刀振り保存会の６団体が出演し、
会場に詰め掛けた約５００人の見物客に力強く各地区の

伝統芸能を披露しました。さらに丹海ボンネットバスの
展示、郷土芸能写真展、商工会料飲業部会の 13 店によ
るフードブースが、会場を盛り上げました。

演目中の会場内では、観覧者から歓声と拍手が湧き上
がり、与謝野町民の伝統芸能への誇りと郷土愛を感じる
ものとなりました。

与謝野郷土芸能祭については、裏表紙にて「- 写真特
集 - まちの話題ワイド」として、６団体の演目の様子を
掲載しています。

太刀振りを披露する下山田区の青年 石田太刀振り保存会による演目の一幕

大学生とともに「将来」について意見を書き出しました

●広がる輪 ～中学生と大学生の意見交換会～

与謝野町の将来を担う交流会
２月 27 日、橋立中学校で同中学 1 年生（83 名）と

NPO 国際ボランティア学生協会の大学生（105 名）によ
る交流会が行われました。今後の進路の考え、地域や環
境へ意識を持ってもらうことを目的に国際ボランティア
学生協会より企画されました。大学生から「中学生当時
の進路」、中学生は「自身のこれからの進路」を模造紙
に書き、意見を出し合いました。中学生からは、年代の
近い大学生との交流に和んだ表情の中にも、地域を担う
活力になる真剣な表情がうかがえました。
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町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 29 年２月末現在

まちのうごき

人　口	22,563 人（ー 19）

　男　	10,746 人（ー 9）

　女　	11,817 人（ー 10）

世帯数	 9,096 戸（＋ 3）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、２月 16 日から３月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

お知らせ

町政News(10頁)で、
ご案内させていただい
たとおり、課の廃止・
新設を行いましたので、
下記の通り連絡先が一
部変更されます。
ご面倒をおかけいた

しますが、ご理解とご
周知のほどよろしくお
願いいたします。

課の新設と廃止を行いました！
問 　総務課 ☎ 43-9010

４
月
１
日
か
ら

課
を
再
編
し
ま
し
た

与
謝
野
町
で
は
、
重
点
課
題

を
今
後
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い

く
た
め
の
組
織
強
化
と
し
て
、

企
画
財
政
課
、
商
工
観
光
課
の

業
務
内
容
を
一
部
見
直
す
と
と

も
に
、
商
工
観
光
課
を
廃
止
し
、

商
工
振
興
課
、
観
光
交
流
課
を

新
設
し
ま
し
た
。

課
の
再
編
に
よ
る
業
務
の
振

り
分
け
、
適
切
な
人
員
配
置
に

よ
り
、
動
き
や
す
い
体
制
を
整

え
る
こ
と
で
、
取
り
組
む
べ
き

重
点
課
題
に
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

企
画
財
政
課
の

業
務
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
は
、
従
来
の
企

画
政
策
係
と
財
政
係
に
お
い
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
広
域
行
政
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
こ
と
な
ど
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
係
を

広
報
情
報
係
に
改
め
、
広
報
広

聴
お
よ
び
情
報
の
発
信
を
強
化

し
ま
す
。

商
工
振
興
課
の

業
務
に
つ
い
て

商
工
振
興
課
に
は
、
商
工
振

興
係
と
労
働
雇
用
対
策
係
を
置

き
、
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事

業
、
商
工
業
、
織
物
業
、
企
業

立
地
に
関
す
る
業
務
な
ど
を
取

り
扱
い
ま
す
。

観
光
交
流
課
の

業
務
に
つ
い
て

観
光
交
流
課
に
は
、
観
光
振

興
係
と
交
流
促
進
係
を
置
き
、

海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
観
光
施
設

に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
観
光
分

野
全
般
の
業
務
を
取
り
扱
い
ま

す
。ま

た
、
従
来
は
企
画
財
政
課

で
担
当
し
て
い
た
国
際
・
国
内

交
流
、
移
住
・
定
住
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
関
す
る
業
務
な

ど
も
取
り
扱
い
、
人
の
流
れ
を

一
体
的
に
所
管
す
る
交
流
分
野

の
業
務
を
行
い
ま
す
。

連絡先と配置場所

■ 企画財政課　 ☎ 43-9015
■ 商工振興課　 ☎ 43-9012
■ 観光交流課　 ☎ 43-9016

□ 配 置 場 所　 本庁舎
（与謝野町字岩滝 1798 番地 1）
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　問　観光交流課 ☎ 43-9016

地域おこし協力隊通信⑳

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
江え

種ぐ
さ

里り

え

こ
榮
子(

エ
グ
エ
グ)

で
す
。

私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
期

も
と
う
と
う
最
終
年
度
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
最
終

年
度
は
、
任
期
後
自
走
で
き
る

準
備
に
あ
た
る
こ
と
も
大
き
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
か
か
っ
て

き
ま
す
。
昨
年
度
受
け
た
創
業

セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、「
自
分
の

研
究
所
を
つ
く
る
と
し
た
ら
、

何
を
テ
ー
マ
に
し
ま
す
か
？
」

と
い
う
お
題
が
あ
り
ま
し
た
。

一
生
を
懸
け
て
探
究
し
て
い
く

テ
ー
マ
を
考
え
、
私
に
と
っ
て

は
「
こ
こ
ろ
」
で
あ
る
と
改
め

て
噛
み
締
め
ま
し
た
。

心
と
向
き
合
え
る
空
間
を
つ

く
り
、
気
持
ち
が
届
け
ら
れ
る

仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
い
つ
か
「
と
な
り
の
ト
ト

ロ
」
の
緑
の
窖

あ
な
ぐ
らや
「
千
と
千
尋

の
神
隠
し
」
の
銭
婆
の
家
の
よ

う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
冒
険
心
と

安
ら
ぎ
を
持
て
る
カ
フ
ェ
を
つ

く
っ
て
み
た
い
と
い
う
夢
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
前
に

こ
の
土
地
自
身
が
与
え
る
心
へ

の
力
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

木
や
山
の
存
在
が
心
に
与

え
る
力

◎ 

水
や
米
・
野
菜
等
の
地
の
恵

み
が
心
に
与
え
る
力

◎ 

こ
の
土
地
に
思
い
を
掛
け

る
心
の
力

こ
れ
ら
の
力
（
心
）
を
届
け

ら
れ
る
仕
事
と
は
ど
う
い
う
か

た
ち
な
の
か
を
模
索
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
度
、「
こ
の
土
地
に
思

い
を
掛
け
る
心
の
力
」
と
し
て
、

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
図
は
、

与
謝
野
町
を
訪
ね
る
ル
ー
ト
や

ポ
イ
ン
ト
を
知
る
道み

ち
し
る
べ標で
、
こ

の
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
と
お
し
て
、

改
め
て
地
域
の
中
に
あ
る
も
の

を
見
直
し
、
お
互
い
の
地
域
を

知
り
、
見
つ
め
、
理
解
し
合
え

る
手
が
か
り
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

マ
ッ
プ
づ
く
り
ご
協
力
の
お
願
い 

マ
ッ
プ
の
構
想
と
し
て
、
地

図
に
ポ
イ
ン
ト
を
マ
ー
ク
し
、

別
冊
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
詳
細

情
報
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
形

態
を
考
え
て
い
ま
す
。

【
収
集
し
た
い
情
報
】

■ 

ご
商
売
さ
れ
て
い
る
所
・
名
前

▽ 

商
品
・
開
店
時
間
・
定
休
日
・

連
絡
先
・
オ
ス
ス
メ
商
品
・

魅
力
な
ど

■ 

公
共
施
設
（
公
民
館
含
む
）

▽ 

何
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
、
時

間
・
連
絡
先
な
ど

■ 

祭
が
行
わ
れ
る
場
所

▽ 

開
催
日
・
ど
の
よ
う
な
祭
り

■ 

神
社
・
寺
の
場
所

▽ 

ど
ん
な
神
仏
を
祀ま
つ

っ
て
い

る
か
な
ど
の
特
徴

■ 

歴
史
を
感
じ
る
磐い
わ
く
ら座

や
城

跡
、
碑

い
し
ぶ
みな
ど

▽ 

謂い
わ
れ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

■ 

眺
め
の
良
い
！
ス
ポ
ッ
ト

道の駅エリア担当　江種里榮子隊員

▽ 

季
節
や
特
に
良
い
時
間
帯

■ 

面
白
い
と
思
う
ス
ポ
ッ
ト

▽ 

過
ご
し
か
た
・
楽
し
み
か
た

■ 

花
・
木
の
あ
る
エ
リ
ア

▽ 

場
所
、
時
期
、
ポ
イ
ン
ト

こ
れ
ら
の
情
報
収
集
に
お
力

を
貸
し
て
頂
け
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

ま
た
、
ご
意
見
や
ア
ド

バ
ス
な
ど
も
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

ま
た
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
で

コ
ー
ヒ
ー
店
を
出
店
す
る
予
定

で
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
一
息

つ
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

滝
の
ツ
バ
キ
祭
、４
月
16
日
（
日
）

10
時
～
15
時

▼
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
×CO

-CO
UTURE

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
４
月

22
日
（
土
）
13
時
～
15
時

▼ 

ア
ー
ス
デ
イ
丹
後
２
０
１
７
、４

月
23
日
（
日
）
10
時
～
16
時

▼ 

奥
滝
ツ
バ
キ
の
森
・
森
カ
フ
ェ
、

５
月
21
日
（
日
）
11
時
～
16
時

【
連
絡
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

egusa.rieko.0q@gm
ail.com

裏山で大きくなった立木が傾いている、渓流内で倒木等が発生している等、危険な状態のまま放置しておくと、大雪の際や融
雪時、豪雨時に倒木が発生し、人命や家屋に被害を及ぼす可能性があります。いま一度地域の裏山等危険箇所をご確認ください。

あくまでも立木の処理については森林所有者の責務となりますが、大径化、高木化により個人では処理できない状況であれば、
平成 28 年度より創設された「京都府豊かな森を育てる府民税」により、一定額までの補助を受けることができます。

まずは、補助事業対象の可否や手続きについて下記の問い合わせ先までご相談ください。

■ 主な条件　対象斜面が保安林に指定されていること。渓流の場合は上流に保安林があること。
問　▶ 丹後広域振興局森づくり推進室森林土木担当 …… ☎ 0772-62-4326　または　▶ 与謝野町農林課 …… ☎ 0772-43-9023

未来へつなぐ安心・安全の森づくり事業を活用した倒木、流木等の対策について

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

2/14 与謝野町立加悦中学校外構工事 加悦 ５者 砂後建設㈱ 91,347 80,895 80,895 88.5 H29/3/8 ～ H29/8/31

2/14 森本線法面改良工事 岩滝 ９者 ㈱井田建設 1,294 1,123 1,123 86.7 H29/2/21 ～ H29/3/31

2/14 縄手橋橋梁補修工事 金屋 １者 安田建設㈱ 9,261 7,990 8,790 94.9 H29/2/24 ～ H29/3/31

2/14 若竹通線他区画線設置工事 岩滝 他 ３者 金下建設㈱ 6,464 5,579 5,579 86.3 H29/2/24 ～ H29/3/31

2/14 町営池田団地外装改修工事設計業務委託 金屋 ３者 一級建築士事務所浪江建築事務所 510 - 450 88.2 H29/2/21 ～ H29/3/31

問 　総務課 ☎ 43-9010２ 月入札結果
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課

課　
長　

平
野　
公
規

課
長
補
佐　

千
賀　
　
忠

(

商
工
観
光
課
長
補
佐)

係　
長　

河
野　
宏
行

主　
任　

山
口　
周
作

(

地
方
税
機
構
派
遣
主
任)

主　
任　

大
江　
伸
和

主　
事　

髙
尾　
健
志
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郎
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課
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課
長
補
佐　

東　
　
牧
子

課
長
補
佐　

芳
賀　
和
代

課
長
補
佐　

坪
倉　
由
貴

主　
事　

西
原　
康
平

子
育
て
応
援
課

課　
長　

長
島　
栄
作

主　
幹　

前
野
み
ゆ
き

主　
幹　

下
川　
賢
司

課
長
補
佐　

香
山　
優
子

係　
長　

山
田　
智
之

(

福
祉
課
主
任
保
健
師)

主　
任　

今
井　
俊
郎

(

防
災
安
全
課
主
任)

主　
査　

藤
井　
　
彩

(

子
育
て
応
援
課
主
事)

主　
査　

安
達　
希
美

(

子
育
て
応
援
課
主
事)

主
任
社
会
福
祉
士　

田
中　
百
絵

主
査
保
健
師　

伊
藤　
真
美

主　
事　

山
﨑　
久
代

　
　
　
　
　

(

再
任
用)

主　
事　

森
垣　
孝
子

　
　
　
　
　
　

(

再
任
用)

教
委･

学
校
教
育
課

課　
長　

山
本　
泰
久

(

教
委・学
校
教
育
課
主
幹)

主　
幹　

柴
田　
勝
久

(

子
育
て
応
援
課
長
補
佐)

係　
長　

杉
本
真
由
美

係　
長　

堀
口　
義
雄

主　
任　

加
畑　
達
也

(

住
民
環
境
課
主
任)

主　
査　

奥
野　
眞
敏

総
務
課

課　
長　

浪
江　
　
学

主　
幹　

安
田　
　
敦

課
長
補
佐　

吉
岡　
素
子

(

総
務
課
係
長)

係　
長　

成
毛　
克
明

主　
任　

田
村　
尊
彦

主　
任　

本
田
実
佐
子

主　
任　

長
島　
昭
太

主　
任　

梅
田　
聡
史

主　
任　

田
中　
栄
輔

主　
任　

中
村　
有
希

(

農
林
課
主
任)

主　
事　

井
田　
拓
磨

京
都
地
方
税
機
構
派
遣

主　
任　

安
田
雄
一
郎

主　
査　

多
賀
野
芳
則

(

建
設
課
主
査)

宮
津
与
謝
環
境
組
合
派
遣

主　
任　

落
合　
久
志

京
都
府
計
画
推
進
課
派
遣

主　
事　

本
田　
智
宏

(

防
災
安
全
課
主
事)

課
長
補
佐　

杉
本　
政
也        

主　
任　

志
賀　
伸
之

主　
任　

山
口　
高
平

(

住
民
環
境
課
主
任)

主　
事　

中
村　
達
郎

主　
事　

小
西　
勝
歩

商
工
振
興
課

課　
長　

小
室　
光
秀

(

商
工
観
光
課
長)

課
長
補
佐　

大
上　
寛
起

(

保
健
課
長
補
佐)

主　
任　

小
西　
哲
夫

(

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
主
任)

主　
任　

金
谷　
信
康

(

商
工
観
光
課
主
任)

主　
任　

松
本　
潤
也

(

商
工
観
光
課
主
任)

主　
事　

高
橋　
　
愛

(

商
工
観
光
課
主
事)

主
事
補　

阿
部
大
二
朗

(

新
規
採
用)

与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー

技　
師　

増
田　
通
正

(

再
任
用)

観
光
交
流
課

課　
長　

植
田　
弘
志

(

企
画
財
政
課
長)

主　
幹　

市
田　
桂
一

(

税
務
課
長
補
佐)

主　
任　

廣
谷　
章
彦

(

商
工
観
光
課
主
任)

主　
任　

安
田　
光
樹

(

商
工
観
光
課
主
査)

主　
事　

糸
井
慎
太
朗

(

商
工
観
光
課
主
事)

主　
事　

福
西　
孝
一

(

京
都
府
交
流
派
遣)

主
事
補　

谷
原　
春
加

(

新
規
採
用)

建
設
課

課　
長　

吉
田　
達
雄

(

上
下
水
道
課
長)

主　
幹　

柴
山　
　
進

課
長
補
佐　

細
井　
義
文

課
長
補
佐　

岡
本　
重
幸

(

建
設
課
係
長)

係　
長　

長
島　
裕
二

係　
長　

倉
田　
健
史

主　
任　

山
本　
　
剛

主　
任　

後
藤　
周
作

主　
任　

由
利
慎
太
郎

主　
任　

小
西　
良
祐

(

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト
主
任)

主　
任　

吉
岡　
弘
人

(

福
祉
課
係
長)

係　
長　

糸
井　
敬
雅

主　
任　

半
海　
大
輔

主　
任　

金
谷　
景
子

主　
任　

糸
井　
健
博

主　
任　

後
藤
麻
貴
子

(

福
祉
課
主
査)

主　
査　

大
江　
麻
美

(

企
画
財
政
課
主
査)

主　
事　

三
野　
真
穂

主
任
社
会
福
祉
士　

金
谷
恵
衣
子

主
査
社
会
福
祉
士　

小
山　
佳
子

社
会
福
祉
士　

安
達　
寛
将

主
事
補　

藤
原　
　
誠

　
　
　
　
　

(

新
規
採
用)

主
事
補　

今
田　
祐
里

　
　
　
　
　

(

新
規
採
用)

保
健
課

課　
長　

前
田　
昌
一

主　
幹　

水
口　
淳
子

課
長
補
佐　

市
田　
和
美

課
長
補
佐　

矢
野　
彰
男

係　
長　

青
山　
潤
子

係　
長　

和
田　
吉
平

(

税
務
課
係
長)

主　
任　

岩
間　
智
昭

主　
任　

吉
岡　
敦
文

主　
任　

西
村　
彰
洋

主　
事　

秦　
　
弘
記

主
任
保
健
師　

大
泉
み
の
り

主
任
栄
養
士　

小
西
衣
都
子

主
査
保
健
師　

中
村　
　
愛

保
健
師　

梅
田　
春
菜

技
師
補　

髙
尾
か
お
り

(

新
規
採
用)

国
民
健
康
保
険
診
療
所

看
護
師
長　

坂
根
み
ち
よ

看
護
師
長　

伊
達　
美
雪

主
任
理
学
療
法
士　

小
西　
隆
博

主
査
理
学
療
法
士　

上
田　
充
弥

理
学
療
法
士　

南　
　
康
海

農
林
課

課　
長　

井
上　
雅
之

主　
幹　

楠　
　
敏
幸

(

福
祉
課
主
幹)

課
長
補
佐　

三
田　
大
智

係　
長　

塩
見　
雅
樹

係　
長　

西
原　
　
誠

係　
長　

岡
本　
　
仁

係　
長　

坂
根　
　
豊

主　
任　

引
野　
浩
明

主　
任　

牛
田　
竹
史

主　
任　

井
上　
公
章

主　
事　

荒
木　
拓
哉

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

森
岡　
克
成

主　
幹　

上
田　
　
誠

セ
ン
タ
ー
長
補
佐　

池
田　
浩
樹

(

商
工
観
光
課
長
補
佐)

主　
事　

山
本　
陵
太

企
画
財
政
課

課　
長　

小
池　
大
介

(

防
災
安
全
課
長)

主　
幹　

谷
口　
義
明

課
長
補
佐　

和
田　
直
樹

課
長
補
佐　

小
谷　
貴
儀

(

企
画
財
政
課
係
長)

係　
長　

中
田　
秀
樹

主　
任　

廣
野　
智
史

主　
任　

井
上　
朱
里

(

住
民
環
境
課
主
任)

主　
任　

渡
邉　
稔
之

主　
任　

池
田　
雅
広

主　
事　

加
藤　
昌
孝

(

京
都
府
情
報
政
策
課
派
遣
主
事)

主　
事　

田
中　
皓
詞

(

京
都
府
自
治
振
興
課
派
遣
主
事)

主　
事　

細
見　
将
吾

主　
事　

永
井　
大
地         

防
災
安
全
課

課　
長　

藤
垣　
浩
二

(

建
設
課
主
幹)

(

教
委・学
校
教
育
課
主
幹)

課
長
補
佐　

宮
本　
純
子

課
長
補
佐　

永
野　
和
美

係　
長　

前
田
留
美
子

係　
長　

堀
場
理
恵
子

主　
任　

大
上　
知
子

主　
任　

白
數　
勝
也

(

総
務
課
主
任)

主　
任　

松
井　
陽
一

主　
査　

金
谷　
　
豪

(

商
工
観
光
課
主
査)

主　
査　

園
田　
研
斗

(

企
画
財
政
課
主
事)

主　
事　

上
田　
春
香

主　
事　

鎌
田
あ
い
さ

(

税
務
課
主
事)

主　
事　

小
牧　
祥
子

主　
事　

蘓
理　
勝
春

上
下
水
道
課

課　
長　

山
添　
雅
男

(

上
下
水
道
課
主
幹)

主　
幹　

野
村　
光
男

課
長
補
佐　

赤
西　
秀
幸

課
長
補
佐　

桝　
　
幹
明

係　
長　

坂
根
加
奈
子

係　
長　

大
門　
　
洋

係　
長　

山
﨑　
友
裕

(

上
下
水
道
課
主
任)

主　
任　

浪
江　
和
徳

(

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
主
任)

主　
任　

井
戸
本
大
輔

三
河
内
幼
稚
園

園　
長　

浪
江　
幸
代

(

加
悦
保
育
園
長
補
佐)

主
任
教
諭　

前
田　
裕
美

教　
諭　

竹
原　
七
緒

教　
諭　

大
松　
徳
喜

(

加
悦
保
育
園
保
育
士)

作
業
員　

山
添
有
紀
子

岩
滝
小
学
校

調
理
員　

國
屋　
和
秀

三
河
内
小
学
校

作
業
員　

冨
田　
順
照

市
場
小
学
校

作
業
員　

浪
江　
　
謙

加
悦
中
学
校

作
業
員　

今
井　
康
夫

飯
澤
嘉
代
子

(

会
計
室
長)

朝
倉　
　
進

(

住
民
環
境
課
長)

西
原　
正
樹

(

建
設
課
長)

隅
垣
恵
理
子

(

与
謝
保
育
園
長)

主　
任　

石
倉　
康
智

主　
任　

山
村　
祐
輝

(

住
民
環
境
課
主
任)

主　
任　

谷
山　
邦
宏

主　
査　

西
村　
良
久

 (

再
任
用)

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト

所　
長　

小
柴　
弘
次

(

上
下
水
道
課
長
補
佐)

作
業
員　

杉
本　
　
悟

作
業
員　

明
石　
和
義

作
業
員　

山
田
八
十
美

主　
事　

内
藤　
繁
夫

(

新
規
再
任
用)

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所　
長　

城
﨑　
敏
一

所
長
補
佐　

増
田　
靖
彦

調
理
員　

大
江　
直
己

調
理
員　

太
田
千
鶴
子

調
理
員　

上
田　
卓
巳

調
理
員　

吉
田　
忠
宏

調
理
員　

長
島　
和
泰

調
理
員　

千
賀　
　
亘

調
理
員　

藤
田
み
ゆ
き

主
査
保
育
士　

上
山　
晃
平

保
育
士　

長
島　
麻
衣

保
育
士　

吉
岡
ま
な
み

主
事
補　

梅
田
智
奈
美

　
　
　
　

 　

(

新
規
採
用)

調
理
員　

倉
橋
真
奈
美

(

桑
飼
保
育
園
調
理
員)

山
田
保
育
所

所　
長　

浪
江　
博
美

(

石
川
保
育
所
長
補
佐)

主
任
保
育
士
　

加
畑　
志
保

保
育
士　

吉
岡　
美
香

保
育
士　

三
宅　
夏
希

保
育
士　

西
川　
知
里

主
事
補　

友
次
さ
ゆ
り

(

新
規
採
用)

調
理
員　

河
辺　
咲
子

(

与
謝
保
育
園
調
理
員)

石
川
保
育
所

所　
長　

谷
原　
良
子

主
任
保
育
士
　

平
池　
理
香

(

市
場
保
育
所
主
任
保
育
士)

主
任
保
育
士　

松
本　
和
美

保
育
士　

永
濱
美
由
紀

保
育
士　

森
下　
佳
苗

主
事
補　

友
松　
　
愛

　
　
　
　

(

新
規
採
用)

調
理
員　

堀
井　
春
子

加
悦
保
育
園

園　
長　

牛
田　
睦
美

主
任
保
育
士　

堀
口　
美
佳

主
任
保
育
士　

青
木
あ
ゆ
美

主
査
保
育
士　

森　
　
智
美

(

か
え
で
こ
ど
も
園
主
査
保
育
教
諭)

保
育
士　

伊
達　
香
里

(

三
河
内
幼
稚
園
教
諭)

主
事
補　

大
島　
蓮
佳

　
　
　
　

(

新
規
採
用)

調
理
員　

吉
田
千
代
野

与
謝
保
育
園

園　
長　

細
見　
厚
子

(

山
田
保
育
所
長
補
佐)

主
任
保
育
士　

小
牧
伊
佐
子

保
育
士　

和
田
佳
那
子

保
育
士　

大
江　
瑛
美

調
理
員　

山
﨑　
妙
美

(

市
場
保
育
所
調
理
員)

桑
飼
保
育
園

園　
長　

山
添
扶
美
子

(

桑
飼
保
育
園
長
補
佐)

主
任
保
育
士　

和
田
マ
リ
子

(

か
え
で
こ
ど
も
園
主
任
保
育
教
諭)

主
任
保
育
士　

岡
井　
裕
子

主
査
保
育
士　

松
森　
文
子

主
査
保
育
士　

西
嶋　
郁
子

主
事
補　

瀧
本　
健
太

(

新
規
採
用)

調
理
員　

安
田　
弥
生

(

山
田
保
育
所
調
理
員)

か
え
で
こ
ど
も
園

園　
長　

森
津　
清
美

(

か
え
で
こ
ど
も
園
副
園
長)

主
任
保
育
教
諭　

彦
坂　
裕
香

主
任
保
育
教
諭　

平
林
亜
紀
子

（
加
悦
保
育
園
主
任
保
育
士
）

主
任
保
育
教
諭　

堀　
　
綾
美 

(

桑
飼
保
育
園
主
査
保
育
士)

主
任
保
育
教
諭　

田
中　
史
穂 

(

か
え
で
こ
ど
も
園
主
査
保
育
教
諭)

主
査
保
育
教
諭　

松
本　
香
代 

(

与
謝
保
育
園
主
査
保
育
士)

主
査
保
育
教
諭　

市
田　
朋
子 

(

か
え
で
こ
ど
も
園
保
育
教
諭)

保
育
教
諭　

糸
井
裕
実
子

保
育
教
諭　

小
中　
麻
由

保
育
教
諭　

木
村　
杏
美

(

市
場
保
育
所
保
育
士)

保
育
教
諭　

吉
村　
知
美

保
育
教
諭　

上
野　
耕
平

保
育
教
諭　

岩
根　
玲
佳

調
理
員　

倉　
　
宣
子

市
場
保
育
所

所　
長　

岩
佐　
容
子

主
任
保
育
士　

中
瀬
知
英
美

(

石
川
保
育
所
主
任
保
育
士)

主
査
保
育
士　

杉
本　
景
子

　
　

(

市
場
保
育
所
保
育
士)

平
野　
　
栄

　

(

三
河
内
幼
稚
園
長)

山
﨑
ひ
ろ
美

(

桑
飼
保
育
園
長)

千
賀
智
恵
子

(
か
え
で
こ
ど
も
園
長)

東
垣　
恵
子

(

山
田
保
育
所
長)

福
田　
　
茂

(

衛
生
プ
ラ
ン
ト
所
長)

土
田　
安
子

(

議
会
事
務
局
主
幹)

平　
　
勝
成

(

住
民
環
境
課
主
幹)

内
藤　
繁
夫

(

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト
所
長
補
佐)

榊
原　
泰
代

(

福
祉
課
係
長)

茂
篭　
　
遥

(

保
健
課
保
健
師)

野
村　
春
安

(

衛
生
プ
ラ
ン
ト
作
業
員)

吉
田　
伸
吾

(

再
任
用
任
期
満
了)

奥
野　
　
稔

(

再
任
用
任
期
満
了)

木
村　
　
功

(

再
任
用
任
期
満
了)

主　
事　

吉
岡
美
香
子

主　
事　

安
藤　
　
峻

教
委･

社
会
教
育
課

次
長･

課
長　

坪
倉　
正
明

(

教
委
・
社
会
教
育
課
長)

主　
幹　

吉
田　
雅
広

課
長
補
佐　

加
藤　
晴
彦

係　
長　

大
江　
　
聡

主
任
学
芸
員　

竹
下　
浩
二

主　
任　

井
﨑　
洋
之

主　
任　

堀　
由
紀
子

主
事
補　

田
中　
結
人

　
　
　
　
　

 (

新
規
採
用)

主　
事　

後
藤　
公
一

(

再
任
用)

知
遊
館

主
任
司
書　

瀬
戸
真
由
美

主　
事　

泉
谷　
貞
行

(

再
任
用)

議
会
事
務
局

局　
長　

小
牧　
伸
行

係　
長　

須
田　
美
鈴

 (

上
下
水
道
課
係
長)

主　
任　

由
利　
景
子

住
民
環
境
課

課　
長　

茂
籠　
　
誠

(

住
民
環
境
課
主
幹)

主　
幹　

中
上　
伸
午

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

役　
　
場

施
設
な
ど

保
育
所
・
幼
稚
園
等

与謝野町職員人事異動・配置一覧

４
月
１
日
付
の
与
謝
野
町
職
員
人
事
異
動
と

全
職
員
の
配
置
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
括
弧
内
は
前
所
属
）。

わ
た
し
は

　
コ
コ
に
い
ま
す
! !
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お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

防
災
安
全
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
１

平
成
29
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

４
月
15
日
（
土
）
ま
で
全
国
一
斉
に
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　
京
の
道 

無
事
故
の
桜
が 

咲
き
誇
る

運
動
の
基
本　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
重
点  

▼
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止(

自
転
車
に
つ
い
て
は
、
特
に
自

転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底) 
▼
後
部
座
席

を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶 

▼
歩
行
者
、
運
転
中
の
ス

マ
ホ
等
使
用
の
根
絶 

▼
二
輪
車
の
事
故
防
止

商
工
振
興
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
２

オ
リ
ジ
ナ
ル
浴
衣
制
作
講
習
会
、
受
講
生
の
募
集

和
装
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
各
種
技
法

（
絞
り
・
素
描
・
型
染
め
）
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
浴
衣
を
制
作
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
５
月
12
日
～
７
月
７
日

毎
週
金
曜
日
（
計
９
回
）

コ
ー
ス　

▼　

昼
の
部
（
午
後
１
時
半
～
４
時
）

▼　

夜
の
部
（
午
後
７
時
半
～
10
時
）

会
場　
与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー

講
師　
増
田
通
正（
染
色
セ
ン
タ
ー
技
術
指
導
員
）

対
象
者　
与
謝
野
町
民
で
染
色
に
興
味
の
あ
る
方

定
員　
各
コ
ー
ス
６
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　
９
千
円　
（
浴
衣
生
地
等
材
料
費
込
み
）

そ
の
他　
シ
ル
ク
小
物
制
作
等
も
予
定

申　
４
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
与
謝
野
町
染

色
セ
ン
タ
ー
へ
☎
４
３・１
１
７
４

オ
リ
ジ
ナ
ル
着
物
制
作
講
習
会
、
受
講
生
の
募
集

着
物
の
商
品
化
が
図
れ
る
技
術
者
の
養
成

等
を
目
的
に
、
自
由
な
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

着
物
を
制
作
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
５
月
20
日
～
12
月
16
日

毎
週
土
曜
日
（
計
25
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー

講
師　
増
田
通
正（
染
色
セ
ン
タ
ー
技
術
指
導
員
）

対
象
者　
与
謝
野
町
民
で
染
色
に
興
味
の
あ
る
方

定
員　
７
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　
４
万
円　
（
生
地
等
材
料
費
込
み
）

申　
４
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
与
謝
野
町
染

色
セ
ン
タ
ー
へ
☎
４
３・１
１
７
４

企
画
財
政
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
５

ど
こ
で
も
町
長
室
の
開
催

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
で
町
政
全
般

に
つ
い
て
、
き
た
ん
の
な
い
意
見
を
伺
い
ま

す
。 

※ 

要
望
や
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

日
時　
４
月
28
日
（
金
）
正
午
～
１
時
半

場
所　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
方
で
構
成

さ
れ
た
団
体
・
個
人
（
先
着
順
）

問
・
申　
４
月
26
日
（
水
）
午
後
５
時
ま

で
に
企
画
財
政
課
へ

観
光
交
流
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
６

楽
し
い
中
国
語
講
座
の
開
催

与
謝
野
町
日
中
友
好
協
会
で
は
、
中
国
吉

林
省
出
身
の
先
生
に
よ
る
、
簡
単
な
発
音
練

習
や
日
常
会
話
の
習
得
等
の
中
国
語
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日
程　
４
月
11
日
、18
日
、25
日（
全
日
程
火
曜
）

時
間　
午
後
７
時
半
～

会
場　
知
遊
館

講
師　
劉
り
ゅ
う

玉ぎ
ょ
く
へ
い萍

先
生
（
京
丹
後
市
在
住
）

対
象　
一
般
・
中
高
校
生

費
用　
無
料
（
先
述
の
開
催
日
の
み
）

問
・
申　
企
画
財
政
課
ま
で

加
悦
双
峰
公
園
の
開
園
期
間
の
変
更

平
成
29
年
の
加
悦
双
峰
公
園
の
開
園
期
間

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
な
お
、
大
江

山
の
登
山
等
で
お
越
し
の
際
は
、
加
悦
双
峰

公
園
内
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
園
期
間　
５
月
１
日
～
10
月
31
日

営
業
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

休
園
日　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
、
た
だ
し
５
月
３
日
（
祝
・
水
）
お

よ
び
８
月
16
日
（
水
）
は
開
園
し
ま
す

利
用
受
付
開
始
日
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

４
月
10
日
午
前
９
時
か
ら
観
光
交
流
課
に
て

※ 

開
園
日
以
降
（
平
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）
は
、
加
悦
双
峰
公

園
で
利
用
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
☎

４
３
・
１
５
８
１

福
祉
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
１

ひ
と
り
暮
ら
し
の
集
い
の
開
催

与
謝
野
町
社
協
が「
ひ
と
り
暮
し
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時　
５
月
27
日(
土)　
午
前
10
時
半
～

午
後
１
時
20
分

場
所　
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容　
▼
合
唱 

▼
紙
芝
居 

▼
ふ
れ
あ
い
大
道

芸 

▼
頭
と
体
の
か
ん
た
ん
体
操 

対
象
者　
数
え
年
70
歳
以
上(

昭
和
23
年
12
月

31
日
以
前
生
ま
れ)

の
お
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

費
用　
　
無
料

問
・
申　
４
月
21
日(

金)

ま
で
に
町
社
協

各
支
所
へ 

■
加
悦
支
所
☎
４
２・７
５
５
３ 

■
岩
滝
支
所
☎
４
６・５
５
５
６ 

■
野
田
川

支
所
☎
４
３・０
２
９
４

保
健
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
２

脳
ト
レ
教
室
の
開
催

認
知
症
予
防
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
を
通
し
て
、
脳
を
活
性
化
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時　
５
月
12
日
～
８
月
４
日
（
毎
週
金
曜

日
〔
全
13
回
〕）、
午
前
９
時
半
～
11
時
半

場
所　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
町
民
（
性
別
不
問
）

申　
５
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
保
健
課
へ

※ 

送
迎
や
改
め
て
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん

子
育
て
応
援
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
４

平
成
29
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給
申
請

　
京
都
府
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
や
遺
族
年

金
等
の
全
国
共
通
の
給
付
制
度
に
加
え
て
、

母
子
家
庭
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者　
京
都
府
内（
京
都
市
を
除
く
）

に
居
住
し
、
死
別
、
離
婚
、
未
婚
等
に
よ
り

配
偶
者
の
い
な
い
女
子
（
夫
が
重
度
障
害
者

を
含
む
）
で
、
次
の
児
童
（
20
歳
に
満
た
な

い
方
）
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。

①
乳
幼
児
、
②
小
学
生
、
③
中
学
生
、
④
高

校
生（
専
修
学
校
の
高
等
課
程
在
籍
者
含
む
）

申
請
方
法　
申
請
用
紙
に
次
の
証
明
等
を
添

え
て
、子
育
て
応
援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
す
べ
て
の
方
に
必
要
な
も
の
】
ひ
と
り
親

家
庭
福
祉
推
進
員
（
旧
母
子
福
祉
推
進
員
）

ま
た
は
民
生
児
童
委
員
の
証
明

【
高
校
生
な
ど
の
児
童
が
い
る
場
合
】
在
学
証
明
書

【
夫
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
場
合
】
児
童
扶
養

手
当
証
書
の
写
し
ま
た
は
障
害
基
礎
年
金
証

書
な
ど
の
障
害
の
程
度
を
示
す
書
類
の
写
し

提
出
期
限　
５
月
31
日
ま
で
に
子
育
て
応
援
課
へ

そ
の
他　
　
　
　

※ 

高
校
生
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
奨
学
の
た

め
の
給
付
金
と
の
併
給
調
整
の
た
め
、
支
給

時
期
が
遅
れ
ま
す
。

※ 

夫
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
女
子
の
場
合
、
夫

の
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
法
に
お
け
る
配
偶
者

の
所
得
制
限
額
未
満
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※ 

対
象
の
方
に
は
案
内
を
送
付
し
て
お
り
ま

す
が
、
案
内
が
届
い
て
い
な
い
方
で
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
子
育
て
応
援
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
子
育
て
応
援
課
ま
で

社
会
教
育
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
６

与
謝
野
町
文
化
協
会
視
察
研
修
事
業

「
御み
け
つ
く
に

食
国
若
狭
の
食
文
化
に
よ
る
歴
史
と
街

道
を
巡
る
探
訪
の
旅
」
参
加
者
の
募
集

日
時　
６
月
３
日
（
土
）
午
前
７
時
半
～
午

後
６
時
半(

予
定)

対
象　
文
化
協
会
員
20
名
お
よ
び
町
民
20
名

（
高
校
生
以
上
）

行
程
　
各
庁
舎
→
熊
川
宿
・
資
料
館
宿
場
館

他
→
明
通
寺
・
本
堂
三
重
塔(

国
宝)

→
御

食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
→
昼
食
→
小
浜

西
組
・
旭
座
・
蓬
鳴
桜
・
三
丁
町
界
隈
→
若

州
一
滴
文
庫
→
各
庁
舎

参
加
費　
１
人
４
千
円
（
昼
食
代・入
館
料・

保
険
料
等
／
当
日
徴
収
）

申　
加
悦
地
域
公
民
館
、
知
遊
館
、
中
央

公
民
館
に
あ
る
実
施
要
項
を
ご
確
認
の
う
え
、

参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
４
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
上
記
公
民
館
等
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※ 

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
連

絡
し
ま
す
。

そ
の
他

春
季
特
別
展
「
里
山
に
つ
ば
き
」
開
催
中

　
５
月
７
日(

日)

ま
で
、
町
民
の
方
々
よ

り
借
用
の
着
物・帯・俳
句
等
の
展
示
と
「
第

26
回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
」
の
様

子
を
写
真
・
パ
ネ
ル
等
で
振
り
返
る
特
別
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

場
所　
加
悦
椿
文
化
資
料
館

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
半
ま
で
、
毎
週
月
曜
日
休
館
）

入
館
料　
一
般
２
０
０
円
、
小
中
学
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平成 29 年度町税等の納期のお知らせ

納付方法
● 町府民税・固定資産税

　　町府民税は 6 月に、固定資産税は 5 月に 1 年分（各 4 枚）の納付書をまとめて送付しますので、なくさないようにしてください。
　　一括納付の方は、4 枚の納付書を使って納付してください。
● 国民健康保険税

　　口座振替以外の方は、納付書を毎月送付します。 一括納付の方は、一括用納付書を使って納付してください。
● 口座振替納付の方

　　一括納付の方は、各税目の第 1 期納期限に振替します。
　　期別納付の方は、各税目の納期限に振替します。
● 納期は月末です

　　各税目とも、納期は月末ですが、その日が土・日・祝日の場合はその翌日となります。納期を過ぎると督促状を送付することがあります
ので、期限までに納付をお願いします。

● 納期を過ぎると延滞金が課されます

　納期限を過ぎてから納付した場合、納期限の翌日から完納の日までの日数に応じて、年 9.0％の割合を乗じて計算した延滞金を課すこと
になります。※ 納期限の翌日から 1 カ月を経過する日までの期間については年 2.7％です。ただし、これらの割合は毎年変動します。

※　納期限までに納付をお願いします　

税目 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
納税通知書の

送付日

町民税
府民税 普通徴収 6/30（金） 8/31（木） 10/31（火） 1/31（水） 　 6 月中旬

固定資産税 5/31（水） 7/31（月） 10/2（月） 12/28（木） 5 月中旬

軽自動車税 5/31（水） 　 5 月中旬

国民健康保険税 6/30（金） 7/31（月） 8/31（木） 10/2（月） 10/31（火） 11/30（木） 12/28（木） 1/31（水） 2/28（水） 4/2（月）
6 月中旬
※納付書は毎月送付

問　税務課　☎ 43-9020



与謝野郷土芸能祭- 写真特集 -

与謝野郷土芸能祭については「まちの話題（本誌 8 頁）」で案内しています。

１. 遠見先払、鳥毛、弓、長槍、先箱、対槍、御籠、長柄の順に行列を披露する岩滝大名行列保存会（岩滝）　２. 岩滝大名行列保存会の長柄組によ
る曲芸　３. 大命神社の笹ばやし（石川）を披露する少年　４. 東町岩滝大神楽保存会（岩滝）による獅子舞　５. 木積神社の太刀振りを披露する石
田太刀振り保存会（石田）　６. 下山田郷土芸能保存会（下山田）による息の合った太刀振り　７. 天満神社神楽を披露する加悦神楽保存会（加悦）　
８. 大命神社笹ばやし保存会の歌うたいと笹ばやし　9. 太刀振りの準備に入る石田太刀振り保存会の青年　10. 太刀振りを舞う下山田郷土芸能保存会
の青年たち　11. 獅子が共演する加悦神楽保存会の獅子舞　12. 東町岩滝大神楽保存会の獅子と天狗（猿田彦）
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